
　
人
口
減
少
の
時
代
に
あ

っ
て
、
人
事
部
が
担
う
べ

き
役
割
は
、
か
つ
て
の
管

理
機
能
か
ら
戦
略
機
能
へ

変
化
し
て
い
る
。
言
い
換

え
れ
ば
、
守
り
か
ら
攻
め

へ
の
転
換
で
あ
る
。

　
攻
め
の
人
事
で
注
目
を

浴
び
て
い
る
の
が
「
人
事

デ
ー
タ
の
活
用
」で
あ
る
。

統
計
的
手
法
や
機
械
学
習

（
広
義
の
Ａ
Ｉ
）
を
用
い

た
デ
ー
タ
分
析
が
、
人
事

の
生
産
性
向
上
の
鍵
を
握

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
採
用
に
お
け

る
面
接
の
評
価
は
、
入
社

後
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と

有
意
な
相
関
関
係
が
認
め

ら
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

ど
れ
だ
け
の
ベ
テ
ラ
ン
で

あ
ろ
う
と
、
人
が
人
を
評

価
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

こ
れ
に
対
し
、
あ
る
Ａ
Ｉ

開
発
会
社
が
言
う
に
は
、

同
社
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
は

入
社
後
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
�
％
以
上
の
確
率
で

推
定
可
能
で
あ
る
と
い

う
。
生
産
年
齢
人
口
が
減

少
す
る
中
、
こ
の
数
字
が

持
つ
意
味
は
大
き
い
。

　
有
限
の
資
源
を
ど
う
活

か
し
、
組
織
成
長
に
ど
う

寄
与
す
る
か
。そ
の
た
め
、

デ
ー
タ
分
析
に
何
が
可
能

か
。

　
本
稿
で
は
、
人
事
の
生

産
性
向
上
に
向
け
た
デ
ー

タ
活
用
に
つ
い
て
、
私
自

身
の
経
験
を
も
と
に
整
理

を
試
み
る
。

＜
１
　
適
材
適
所
＞

　
社
員
の
能
力
や
適
性
を

分
析
し
た
い
、
と
の
依
頼

は
多
い
。
ハ
イ
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
繋
が
る
特
性
を

定
量
的
に
把
握
で
き
れ

ば
、
社
員
の
特
徴
に
あ
っ

た
配
置
や
異
動
が
可
能
に

な
る
し
、
採
用
活
動
の
生

産
性
も
高
ま
る
こ
と
が
期

待
で
き
る
。

　
採
用
時
の
分
析
に
は
、

先
述
の
Ａ
Ｉ
の
よ
う
な
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
増
え
て

き
て
い
る
。
し
か
し
、
社

内
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
デ

ー
タ
（
社
員
意
識
調
査
、

３
６
０
度
評
価
、Ｓ
Ｐ
Ｉ
、

上
司
評
価
、
面
談
デ
ー
タ

な
ど
）
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
測
定
に
使
う
こ
と
を
想

定
し
て
お
ら
ず
、
Ａ
Ｉ
の

訓
練
デ
ー
タ
（
教
師
デ
ー

タ
）
と
し
て
の
妥
当
性
に

疑
問
符
が
つ
く
こ
と
が
あ

る
。
そ
も
そ
も
、
「
ハ
イ

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
の
定

義
は
各
社
各
様
で
あ
り
、

一
般
化
す
る
こ
と
は
難
し

い
。
分
析
目
的
に
沿
っ
た

パ
ラ
メ
ー
タ
の
設
計
と
教

師
デ
ー
タ
の
収
集
が
、
今

後
の
課
題
で
あ
る
。

＜
２
　
リ
ー
ダ
ー
育
成
＞

　
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
相

手
の
状
況
に
応
じ
て
発
揮

さ
れ
る
べ
き
と
す
る
「
コ

ン
テ
ィ
ン
ジ
ェ
ン
シ
ー
理

論
」
の
立
場
に
た
て
ば
、

リ
ー
ダ
ー
は
部
下
の
状
況

を
常
に
把
握
し
て
お
く
こ

と
が
望
ま
し
い
。そ
こ
で
、

部
下
の
性
格
や
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
定
量
的
に
把
握

し
、
リ
ー
ダ
ー
に
提
供
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
デ
ー
タ
か
ら
得
ら
れ
た

知
見
は
、
新
任
リ
ー
ダ
ー

に
と
っ
て
は
経
験
を
補
完

す
る
実
践
的
な
知
識
に
な

り
、
ベ
テ
ラ
ン
リ
ー
ダ
ー

に
と
っ
て
は
、
自
分
の
ス

タ
イ
ル
を
見
直
す
契
機
に

な
り
得
る
。

　
私
が
扱
っ
た
事
例
で

は
、
世
代
の
出
世
頭
ほ
ど

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
悩
む

傾
向
が
見
ら
れ
た
。
周
囲

に
適
切
な
ロ
ー
ル
モ
デ
ル

が
得
ら
れ
な
い
こ
と
が
原

因
で
あ
っ
た
。
本
ア
プ
ロ

ー
チ
は
、
新
任
管
理
者
の

過
度
な
ス
ト
レ
ス
や
孤
独

感
を
和
ら
げ
る
こ
と
も
期

待
で
き
る
。

　
但
し
、
分
析
の
精
度
を

あ
げ
る
に
は
、
旧
来
の
年

１
回
や
２
回
の
調
査
で
は

な
く
、
よ
り
高
頻
度
の
調

査
（パ
ル
ス
・
サ
ー
ベ
イ
）

が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

調
査
の
頻
度
を
高
め
る
ほ

ど
「
監
視
」
の
印
象
が
強

ま
る
点
も
、問
題
で
あ
る
。

＜
３
　
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン

ト
改
善
＞

　
新
人
の
採
用
・
教
育
コ

ス
ト
は
、
３
年
間
で
１
人

当
た
り
１
５
０
０
万
円
以

上
と
聞
く
。
投
資
に
対
し

て
Ｒ
Ｏ
Ｉ
の
改
善
を
図
る

の
は
当
然
の
発
想
で
あ

り
、
こ
れ
か
ら
の
人
事
部

門
は
、
採
用
と
定
着
の
あ

り
方
を
真
剣
に
再
考
す
る

必
要
が
あ
る
。

　
そ
う
し
た
文
脈
か
ら
議

論
の
俎
上
に
上
が
る
の

が
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

（
社
員
の
会
社
に
対
す
る

愛
着
心
や
思
い
入
れ
）
で

あ
る
。

　
新
人
社
員
の
早
期
戦
力

化
と
定
着
率
向
上
に
向

け
、
定
期
的
に
実
施
さ
れ

る
社
員
意
識
調
査
の
結
果

な
ど
か
ら
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ

ン
ト
改
善
の
要
因
を
分
析

す
る
。
会
社
へ
の
要
望
を

自
由
回
答
形
式
で
調
査
し

た
こ
と
が
あ
る
の
な
ら
、

テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
を

試
す
の
も
良
い
。
テ
キ
ス

ト
マ
イ
ニ
ン
グ
で
主
要
な

キ
ー
ワ
ー
ド
を
抽
出
し
、

社
員
の
評
価
点
と
紐
付
け

て
分
析
す
る
こ
と
で
、
何

が
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を

き

そ
ん

「向
上
／
毀
損
」す
る
要
因

な
の
か
、
有
益
な
知
見
が

得
ら
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。

＜
４
　
社
員
の
自
己
実
現

支
援
＞

　
社
員
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
は
、
社
員
自
身
が
働
き

が
い
を
感
じ
て
い
る
状
態

が
最
高
で
あ
る
。
こ
の
た

め
、「教
育
施
策
（
Ｌ
＆
Ｄ

＝
学
習
と
能
力
開
発
）」に

は
、
単
な
る
知
識
の
提
供

だ
け
で
は
な
く
、
従
業
員

の
働
き
が
い
を
適
切
に
高

め
、
組
織
目
標
へ
の
自
律

的
な
貢
献
意
欲
を
高
め
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ

れ
に
は
社
員
の
学
習
意
欲

や
動
機
を
分
析
し
た
り
、

研
修
や
Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
効
果
を

測
定
し
た
り
な
ど
の
行
動

が
必
要
に
な
る
。
こ
れ
ら

の
分
析
と
対
策
に
よ
り
、

組
織
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の

向
上
が
期
待
で
き
る
。

　
Ｌ
＆
Ｄ
は
人
事
部
門
の

知
見
を
総
動
員
し
て
取
り

組
む
べ
き
領
域
で
あ
り
、

人
的
資
源
管
理
の
他
領
域

と
の
関
係
が
深
い
。


